
北井　十生　J A 3 I V U

まえがき
　２０１３年２月１９日から３月４日まで西アフリカ「ブルキナファソ」
へ出かけてきました。
昨年に引き続き、中野幸紀（J A 3 V W T ）教授から「ブルキナファソ
へ今年も行くぞ・・」のお声がけに東條さん（J H 3 A E F ）、宮川久仁
雄さん( J A 1 C J A ) 、関学生の浅野雄介さん（J P 3 F I A ）の５人が出掛
けてきました。
　昨年秋以来の、アルジェリアのイナメナスでの天然ガス関連施
設で起きた事件、また隣国マリでのテロなど西アフリカは今まで
にない緊張感に包まれた。　
　「西アフリカ電波利用促進国際協力研究センター（C R I O R ）」の
主宰者である関西学院大学　中野幸紀（J A 3 V W T ）教授はあらゆ
る方法を駆使して、外務省、フランス、ブルキナファソなどで現地
の情勢の把握に努めた。
　その結果、安全を最優先し予定した行程を変更し実施すること
となった。
　今回の現地調査チームは、関西学院大学　中野幸紀（J A 3 V W
T ）教授、東條純一さん（J H 3 A E F ）、宮川久仁雄さん( J A 1 C J A ) 、
北井十生（J A 3 I V U ）、関西学院大学　学生　浅野雄介さん（J P 3 F
I A ）の５人となりました。当初、２０１１年に参加された西尾さん（J O
3 X Y Z ）が参加希望されていましたが仕事の関係上参加できなく
なりました。
　また、昨年末以降からドル、ユーローが円安となり１ユーロー９
５円だったのが２月１９日の両替ときは１２９円になっていました。
パリ―ワガドゥグ間の航空運賃は円安前に購入していたためな
んとか助かりました。（羽田－パリ間は円建てのため影響なし）

準備編
　前にも記述しましたが、昨年１１月から、航空券の手配、黄熱病
の予防接種と無線従事者免許証及び無線局の英文証明、入国
ビザの取得、リグ、アンテナ、同軸ケーブル、電源、P C などの無
線運用機材、食料品、衣類、薬などの生活用品（特に電池式蚊
とり）、などは昨年の経験を生かし、また航空機に乗せる重量制
限もあり、できる限り軽く、小さく、必要最小限の荷物としました。
　また、昨年、ブルキナファソ・アマチュア無線連盟（A R B F ）会長
のＸＴ２ＨＢ　H u g o l i n n 　P o o d a  さんから次ぎに来るときには是非、
古都「ボボ・ディラソ」にある実家を使って下さいとの提案があっ
たのでこの場所をお借りすることで準備に入った。「ボボ・ディラ
ソ」はブルキナファソの首都であるワガドゥグから西へ約３５０ｋｍ
あり、サバンナの中を車で約６時間かかる。

１　アンテナ・リグ関係
S S B 、C W 、R T T Y での運用を目指すこととして特にC W のできる
方として私の友人の宮川さんに参加を呼びかけたところ快く承諾
していただきました。そうなるとこの３つのモードが同時運用でき
るようアンテナ、リグ等を準備することとなりました。
　まずはアンテナ　H F のハイバンド用はビームアンテナをというこ
とでスパイダービーム（４エレ相当）を一度立ててみようということ
で昨年１２月２２日、朝から小雨降る寒い　関西学院大学　三田
キャンパスでの「中野ゼミ」の電波利用講座の一つして大学構内
でW A R C バンド用であったが組み建ててみた。このアンテナは今
年の１月にスリランカで使用されたもので一度組み立てられたも
のをたたみ、再度広げる作業であったが１０M H z 帯が入っている
ため一辺が１２ｍほどの大きさになり、組み立てにも３時間ほどか
かった。使用結果は満足であったが大きさ、重さから持参するこ
とを諦めた。

つぎはミニマルチのH X 5 2 A だ。このアンテナは一昨年、東條さん
が持参し、組み立て、調整が簡単なことからもう一本、持参する
こととし、出掛ける直前の２月９日、関ハム会場でもある池田市民
会館の横の広場で組み立てを行った。
アンテナを組み立てていると会館の方が来られたがアマチュア
無線をよくご存じで使用を快諾していただいた。

　リグ　I C 7 2 0 0 　2 台　　T S 4 8 0 H X 、F T 8 9 7 、F T 8 1 7 各1 台　ﾘﾆｱｱﾝ
ﾌ 　゚I C 2 K L 　１台
　ｱﾝﾃﾅ　H X 5 2 A ( 1 4 - - 2 8 ) 、H E X 　B E A M ( 1 4 - - 2 8 ) 、ﾛｰ ﾊ ﾝ゙ﾄ 用゙ﾜｲ
ﾔｰ等（1 . 8 , 3 . 5 , 7 , 1 0 ）
　　持参した。
　あとI C 7 2 0 0 、I C 7 0 6 　各1 台、ﾘﾆｱｱﾝﾌ 　゚H L 5 5 0 F X 　１台、　ｱﾝﾃ
ﾅ　H X 5 2 A 　ﾊ ﾞー ﾁ ｶﾙ　2 1 M H z 用ﾃ ﾙ゙ ﾀﾙ ｰ ﾌ ぱX T にて保管されて
いる機材を使用することにした。
連絡用として４３０M H z 帯用携帯機を各人１台持参した。
同時運用が出来るようJ A 3 A O P 杉山さんから隣接B a n d で4 0 d B 以
上の損失があるバンドパスフイルタをお借りした。

２　航空券の手配、黄熱病の予防接種、
無線従事者免許証及び無線局の英文証明、
入国ビザの取得関係
　　パリでの宿泊を不要とするため深夜便の０１時３０分　羽田発
とし、大阪－羽田―パリ―ワガドゥグの経路としてワガドゥグに同
日の夜　到着の予定とした。
　入国ビザは中野さんにお願いし、東京の在日本ブルキナファ
ソ大使館まで出かけられて取得していただきました。
　宮川さんと浅野さんは黄熱病の予防接種と無線従事者免許証
及び無線局の英文証明を取得した。

３　ブルキナファソでのアマチュア無線の運用許可関係
　ブルキナファソでの申請書の作成、日本の英文証明、持ち込
む予定の無線機の英文パンフレットなど中野（J A 3 V W T ）さんか
らＡＲＢＦ会長　ＸＴ２ＨＢ　H u g o l i n n 　P o o d a さんへ送付された。

関西学院大学　三田キャンパスでのスパイダービーム組み立て



前編
いよいよ出発の日、２月１９日（火）が来た。
伊丹から、J A L 便で東條さん（J H 3 A E F ）、北井（J A 3 I V U ）は羽田
へ、宮川さん( J A 1 C J A ) はA N A 便で羽田へ、浅野さん（J P 3 F I A ）は
羽田経由成田へ。
東條さんと北井は１８時３０分予定とおり羽田到着した。ところが
私たちより早く着いているはずの宮川さんがいない。電話連絡が
あり伊丹を予定とおり離陸したが３０分ほど飛行したらトラブルが
発生し伊丹に引き返したので羽田到着が２時間ほど遅れるとの
こと。（３０分も飛んだら伊丹より羽田の方が近いと思うが････）
　羽田出発まで時間があるので多少送れても大丈夫。余裕を
持って伊丹を出発してよかったよかった。
中野先生( J A 3 V W T ) は大学の事情により出発が２月２４日となり、
ブルキナファソで合流することとなった。
フランス語のできる人がいないためちょっと不安？？？

東條さんと北井が連絡バスで国内線から国際線に行くと中野さ
んがお待ちだ。早速、自宅から羽田あて送っていた手荷物を受
け取り、J A L のカウンターでチェックイン、東條さんが手荷物３
個、北井が２個（2 2 . 6 k g ×2 ）、パリで手荷物をスルーにしてワガ
ドゥグまで無事に手続き終了。手荷物に入らなかったI C 7 2 0 0 と電
源と同軸3 0 m を機内持ち込みとした。
２０時前に宮川さんが羽田の国際線へ到着し同じように荷物を受
け取りJ A L のカウンターでチェックイン　ここでも無事終了。
４人で軽い夕食をして、中野さんが国内線で伊丹へ。

日が変わり２月２０日（水）の０１時３０分発まで時間がたっぷりあり
　どこへ行くこともなく出国　中に入ると大勢の人たち　アメリカ方
面など便があるがパリ行きが最終便だ。０１時ころやっと搭乗開
始、３人とも通路側で近くの席を確保した。
羽田から国際線に乗るのは実に１９７８年以来（新東京国際空港
（成田）開港の年）でした。

離陸後、しばらくすると夕食が出た。羽田での夕食は軽食にした
ので全部頂いた。私のとなり席は女性が二人、ひとりは初めてパ
リにブライタルフラワーの勉強にいく方とJ I C A の派遣でセネガル
から一時帰国をしていてダカールに戻る方でした。ブルキナファ
ソを知っていますかと聞いたところワガドゥグに行ったことがありま
すとのこと。世間は狭いです。
うとうとしているうちにパリ近くまで飛んできた。朝早いが朝食が
出た。６時前にパリ　C D G に着陸　出ると０３時ころに成田から着
いた浅野さんが待っていた。荷物は聞くとスルーにするのを忘れ
ていたとのこと。これはたいへん　もう到着してから３時間以上
経っている。みんなでで一度入国して荷物を取ってまた出国す
るかと考えたが浅野さんがひとりで出来るというので出国したとこ
ろで３人が待っていることにした。がしかしなかなか出国口に現
れない。１時間ほどたったころガラス越しに浅野さん姿が見え３
人ともホッとした。４人揃ったところでもう一度ワガドゥグ行きの搭
乗ゲートを確認した。あら又変わった。予定された搭乗ゲートの
あるターミナルM へ　ターミナルビルの中央部が飲食、休憩広場
があり１０時ころとなったので又４人で軽食をとった。
帰りもまたこのターミナルのようなのでお店を物色した。

午後になると人が増え、中には日本人がいた。　フライト表
示を見ると関空行きのA F 便があった。
1 4 時発なのでもう一度搭乗ゲートを確認するとまた変わっ
ている。関空行きのゲートの近くだった。帰りの搭乗ゲート
（？）を確認しながらワガドゥグ行きのゲートへ　搭乗して出
発時間となったがなかなか動かない。３５分遅れでやっと
動き出し
た。スペイン、地中海、アルジェリア上空を飛び、ニジェー
ルのニアメーに着陸し乗客を降ろしたあと２０時半ころブル
キナファソのワガドゥグ国際空港に着陸した。あれ～街路
灯がついている。今年も停電はないらしい？？　そうこうし
ているうちにタラップが横付けされバスに乗った。

パリC D G でワガドゥグ行きを待つ
左から浅野さん、東條さん、宮川さん

暑い風が・・・・・今年はこの時期にアフリカ映画祭が開催されて
いるので昨年より人が多い。また警備も厳重になっていた。空港
ターミナルビルの入国審査入口にP o o d a さんがいた。アメリカと同
じように顔写真と指紋を撮られた。作業に慣れていないのか時間
がかかってしまった。税関検査は無事通過し出口に日本ブルキ
ナファソ友好協会現地理事で今回の調査の世話をしていただく
飯田さんが出迎え。私たちの荷物を運び迎えの車へ、後部座席
まで荷物を乗せて、２月２０日（水）２２時すぎやっと今日の宿泊
先である「パレスホテル」に着いた。

２月２１日（木）、朝食のため１階のレストランへ。まず近くスー
パーへ買い出し　水と飲み物など買い出迎えの車に乗せて、ま
ず在ブルキナファソ日本大使館へ表敬訪問し、今回の調査の目
的、意義など説明した。
　その後、銀行で両替、ブルキナファソアマチュア無線連盟（ＡＲ
ＢＦ）会長　ＸＴ２ＨＢ　H u g o l i n n 　P o o d a さん事務所に行き、事前
に依頼していたブルキナファソ電子通信管理局（A R C E P ）からの
アマチュア無線の運用許可をいただいた。
　がP o o d a さんはなかなかボボ・デュラスへ出発しない。P o o d a さ
んの車を後付いて行くとイタリアチームX T 2 T T が運用している「O
K 　i n n 」へ　イタリアチームにご挨拶　島本（J A 3 U S A ）さんの姿
も。

イタリアチームX T 2 T T のアンテナ

ワガドゥグを出発したのは１４時前だった。
P o o d a さんの車に東條さんが乗り１４M H z でオンエァしたが１局も
出来ず。途中で車を止めS W R をみたら３以上あった。昨年、調整
しておいたはずだが･････再度調整をしたがやはり１局もできず。
ボボ・デュラスのP o o d a さんのお宅に着いたのは暗くなり１９時に
なっていた。
到着すると宿泊する部屋に案内された。寝室は１階に３室、２階
に2 室、そのほか２階に１５畳ほどと８畳ほどの部屋があった。
運用する部屋を２階の２部屋とし、寝室は１階に宮川さんと浅野
さん、２階に東條さんと北井が使用するになった。
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それぞれの室に荷物を運び終わると夕食の準備が出来ていた。
　今夜の夕食は　チキン、ご飯、かきあげ風天ぷらなど　明日か
らの設営、運用の話に花を咲かせながら頂いた。

２月２２日（金）
　朝、５時前から「コーラン」が街に流れている。
　朝食前に、リグなどを開梱し、机上に並べる。朝食はフランスパ
ンとコーヒー、紅茶で済ませ、アンテナをどう立てるか
　と相談、ＨＸ５２Ａを２段式のクランクアップタワーに、ＨＥＸ　ＢＥ
ＡＭと２１ＭＨｚ用デルタループを裏庭に、ＬＷを２階のテラスから
塀に取り付けた約６ｍの三角タワー　２本を使い　４２ｍ展張、
バーチカルは門に設置することとした。
　
　まずは、東條さんがＨＸ５２Ａを、宮川さんと浅野さんと北井がＨ
ＥＸ　ＢＥＡＭを組み立てることとした。クランクアップタワーに設

置されている３エレ八木の撤去してＨＸ５２Ａを取り付けるのだが
タワーの細い先端にマストがついているためマストクランプに手
が届かない。安全ベルトがないため急きょ太そうなロープで安全
ベルトの代替えを作った。
　P o o d a さんのお家の方がタワーに登り何とか３エレ八木を下ろし
た。次ぎにＨＸ５２Ａを取り付けるだがなかなかうまく進まない。な
んとかマストの最上部にＨＸ５２Ａを取り付けたがローテータが回
転できないため（制御ケーブルがないため）ショートパスでJ A 方
向に固定した。S W R 特性は各バンドとも１．５以下で良好だ。
　後、Ｌｏｗ　Ｂａｎｄ用の４２ｍのＬＷとバーチカル（１４，２１、２８
用）、７ＭＨｚのダイポールを展張した。

　裏庭ではＨＥＸ　ＢＥＡＭを３人で組み上げたが長さ調整がうま
くなくなんとなくバランスが悪い。５ｍほどに上げ
　S W R 特性を見ると１４M H ｚは良いがたのバンドよくない。
　

←
裏庭に設置したＨＥＸ
　ＢＥＡＭ（1 4 , 1 8 , 2 1 , 2
4 , 2 8 , 5 0 用）　左奥は
ＵＦＯではなく給水塔
です

ミニマルチＨＸ５２Ａ（1 4 , 1 8 , 2 1 , 2 4 , 2 8 用）　を上げているところ（タワーの途中に東條さんが）
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